令和８年度 広島県立総合技術研究所 ご利用アンケート調査（令和7年度利用分）について

広島県立総合技術研究所（以下、総研）をご利用くださり、ありがとうございます。
総研では、ご利用くださった事業者様のご意見やご要望を把握し、今後の支援サービスの向上に役立てるためにアンケート調査を行っております。ぜひご協力をお願いします。
総合技術研究所長　　坂手 宣夫

・集計結果を公表する場合は、事業者名が特定できないように処理します。
・頂いたご要望やアンケート結果を受けて、訪問による聞き取りをお願いする場合がございます。
・一部のご利用者様においては、センターからすでにご利用部分のアンケート等を行っており、内容が重複している場合がございます。重ねてのアンケート調査となりますが、ご了承ください。

１　アンケートの目的　
　　ご利用いただいた事業者様の満足度や経営への貢献額をもとに、総研の自己評価に役立ててまいります。
　　ご要望やご意見を基に、今後の支援サービスの内容充実や質的向上に役立ててまいります。

２　アンケートの回答方法　
（１）　WEBによる回答（推奨）
次のアドレスにアクセスいただき、回答してください。
又は「総合技術研究所　ご利用アンケート調査」で検索。
【URL】https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/hiroshima-soken/questionnaire-main.html

[image: QR コード

AI 生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。]（２）　WEBによる回答が困難な場合
2ページ目以降をFAXしてください。
【FAX番号】050-3156-3479

３　回答期限　
令和8年7月31日（金曜日）アンケート回答はこちら


４　問合せ先　
ご不明な点がございましたら、下記担当者までお問合せください。
広島県立総合技術研究所 企画部 企画担当　（担当者　武田）
【電話】082-223-1200　　【メール】sgkkikaku@pref.hiroshima.lg.jp




R8年度 広島県立総合技術研究所 ご利用アンケート調査（R7年度利用分）



[image: QR コード

AI 生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。]
令和7年度の総研ご利用分について回答してください。
県のHP上で、便利に回答することができます（右二次元コード先）。
又は「総合技術研究所　ご利用アンケート調査」で検索。
利用者が複数名おられる場合は、利用者ごとにご回答ください。
（FAXの場合、お手数ですが、コピーしてお使いください）

Q1　貴社名（個人の場合は貴名）を記入してください（必須）
例）○○株式会社○○事業所



Q2　業種を選択してください。（必須、1つ選択）
※日本標準産業分類の区分を表記しています。
□農業　□林業　□漁業　□鉱業、採石業、砂利採取業　□建設業　□食料品製造業
□飲料・たばこ・飼料製造業　□繊維工業　□木材・木製品製造業（家具を除く）　
□家具・装備品製造業　□パルプ・紙・紙加工品製造業　□印刷・同関連業　□化学工業
□石油製品・石炭製品製造業　□プラスチック製品製造業　□ゴム製品製造業　
□なめし革・同製品・毛皮製造業　□窯業・土石製品製造業　□鉄鋼業　□非鉄金属製造業
□金属製品製造業　□はん用機械器具製造業　□生産用機械器具製造業　□業務用機械器具製造業
□電子部品・デバイス・電子回路製造業　□電気機械器具製造業　□情報通信機械器具製造業
□輸送用機械器具製造業　□その他の製造業　□電気・ガス・熱供給・水道業
□情報通信業　□運輸業、郵便業　□卸売業、小売業　□金融業、保険業
□不動産業、物品賃貸業□学術研究、専門・技術サービス業　□宿泊業、飲食サービス業
□生活関連サービス業、娯楽業　□教育、学習支援業　□医療、福祉　□複合サービス事業
□サービス業（他に分類されないもの）　□公務（他に分類されるものを除く）　□分類不能の産業

Q3　昨年度ご利用のセンターを選択してください。（必須、複数選択可）
□保健環境センター　□食品工業技術センター　□西部工業技術センター（生産技術アカデミー含まず）
□西部工業技術センター生産技術アカデミー　　□東部工業技術センター　□農業技術センター
□畜産技術センター　□水産海洋技術センター　□林業技術センター　　　□総合技術研究所企画部

Q4　昨年度ご利用の支援メニューを選択してください。（必須、複数選択可）
□設備利用（センターの保有機器・設備）　□依頼試験　□技術的課題解決支援事業（ギカジ）
□共同研究　　　　　　　　　　　　　　　□受託研究　□人材育成（研究員受入、研修）

Q5　ご利用のきっかけを選択してください。（複数選択可）
□前回利用　　　　　　　　□インターネット上での検索　　　□センターでの技術相談
□自治体・支援機関の紹介　□地域企業等からの口コミ・紹介　□公的機関での試験結果が必要だから
□その他

Q6　ご利用の理由を選択してください。（複数選択可）
□必要な設備・機器があるため　□利用したい技術があるため　□研究員の知見が必要なため
□センターが近くにあるため　　□信頼性が高いため　　　　　□その他

Q7　センターの支援メニューをご利用の結果、満足度を選択してください。（必須、1つ選択）
□大いに満足　□満足　□普通（想定どおり）　□不満　□大いに不満

Q8　Q7で満足（不満足）とした理由を選択してください。（最大2つ選択）
□対応が丁寧（不十分）　□対応が早かった（遅かった）　□金額が安い（高い）
□目的の知見が得られた（得られなかった）　□目的以外の知見を得た（得られなかった）
□手続きが簡単（煩雑）　□結果が期待以上（期待未満）　□その他

Q9　支援メニューを申請してからレポートや測定が終わるまでに要した時間を選択してください。
（複数選択可）
□１～３時間　□１日　　　　□２～３日
□１週間程度　□２～３週間　□数か月程度
□半年　　　　□１年　　　　□１年以上

Q10　昨年度、総研を利用したことによる貴社（貴殿）の経済効果についてお答えください。
コスト削減としての貢献額を選択してください（1つ選択）
例1）装置使用や依頼試験により、自社で試験を実施する場合に比べて、設備投資費や人件費を○○○万円削減できた。
例2）民間の専門分析機関や研究機関へ対応相談や試験依頼をした場合と比べ、○○万円の経費削減につながった。
例3）技術的な知見を習得することができ、自社の人材育成に関する経費を○○万円圧縮できた。

□10万円未満　□10万円以上　50万円未満　□50万円以上　100万円未満
□100万円以上　300万円未満　□300万円以上　500万円未満　□500万円以上　1千万円未満
□1千万円以上　3千万円未満　□3千万円以上　5千万円未満　□5千万円以上　1億円未満
□1億円以上（Q11にもご回答ください）

Q11　Q10で「1億円以上」を選択した場合、およその金額を記入してください。（数値入力：単位　億円）
	
	億円



Q12　利益や売上の増加について、貢献額を選択してください。（1つ選択）
例1）品質の維持・向上のための課題解決により、売上高が○○万円向上した。
例2）依頼試験や、委託研究により製品開発に貢献し、○○万円の売上高に貢献した。

□10万円未満　□10万円以上　50万円未満　□50万円以上　100万円未満
□100万円以上　300万円未満　□300万円以上　500万円未満　□500万円以上　1千万円未満
□1千万円以上　3千万円未満　□3千万円以上　5千万円未満　□5千万円以上　1億円未満
□1億円以上（Q13にもご回答ください）

Q13　Q12で「1億円以上」を選択した場合、およその金額を記入してください。（数値入力：単位　億円）
	
	億円



Q14　その他、損失回避や宣伝効果、将来メリットなどの貢献額を選択してください（1つ選択）
例1）不具合などの原因究明に対応でき、将来的な損失を○○万円回避できた。
例2）製品の評価や品質管理の結果、試験結果を宣伝できたため、○○万円の貢献があった。
例3）研究開発・製品化・事業実施の判断に役立てることができ、研究開発費として○○万円の価値がある。

□10万円未満　□10万円以上　50万円未満　□50万円以上　100万円未満
□100万円以上　300万円未満　□300万円以上　500万円未満　□500万円以上　1千万円未満
□1千万円以上　3千万円未満　□3千万円以上　5千万円未満　□5千万円以上　1億円未満
□1億円以上（Q１５にもご回答ください）

Q15　Q14で「1億円以上」を選択した場合、およその金額を記入してください。（数値入力：単位　億円）
	
	億円



Q16　総研の職員に対して、特に強化してほしい部分を選択してください。（最大2つ選択）
□対応の丁寧さ　　　　　　　□対応の早さ　　　　　　　　　□対応の融通さ
□幅広い知見（技術の広さ）　□技術力（技術の深さ）　　　　□他機関紹介などのコーディネート力
□技術の改善提案力　　　　　□製品・事業全般の改善提案力　□その他

Q17　今後のご利用に当たり、強化してほしい技術分野、支援メニュー等があれば記入してください。
（自由記入）
※○○の分析技術、○○分野におけるデジタル技術、○○設備の導入　など




Q18～Q22ではデジタル化・DXに関してお聞きします。
Q18　貴社（貴殿）の事業における、デジタル技術への取り組み状況について選択してください。（１つ選択）
□既に取り組んでいる　　　　　　　　　　　　　　□必要性を感じており、今後取り組む予定
□必要性を感じているが、現状取り組む予定はない　□必要性を感じておらず、現状取り組む予定はない

Q19　総研がデジタル技術の活用に資する研究開発・支援を行っていることをご存じですか。（１つ選択）
□知っている　□知らない

Q20　貴社（貴殿）の事業におけるデジタル技術活用に対して、総研による支援を活用したいと思いますか。（１つ選択）
□既に活用したことがある　□活用したことはないが、今後したいと思う　□活用する予定はない


[bookmark: _Hlk194658953]Q21　デジタル技術の活用に関して、総研で取り組んでほしい、共同で取り組みたい等、総研に期待する支援内容を選択してください。（複数選択可）
□IoT機器・モバイルデバイス等を活用した製造/生育現場のモニタリング
□モデリング・シミュレーションを活用した業務の高効率化　□製造条件/生育環境/給餌などの自動制御
□ロボット・オートメーション装置による作業の自動化/省力化
□センサ/画像処理技術による自動判別・検査　□生成AIの活用　□AI/ビッグデータ等を用いた予測・設計　　 □自動操縦機器・ドローンの活用　□ネットワークツールを活用した作業管理　□コミュニケーションツールの導入　□AR/VRを使用した技術伝承・遠隔操作　□紙資料の電子化・ペーパーレス
□その他（Q22に具体例をご記入ください。）

Q22　Q21の選択内容（その他を含む）について具体的にご記入ください。（自由記入）
※○○を省力化する××技術システムの開発、○○技術に関する研修・技術指導　など




Q23～Q28では気候変動に関してお聞きします。
※気候変動の緩和・・・CO2排出量の低減など、地球温暖化を抑止するための取組
※気候変動への適応・・・夏季の暑熱や短時間強雨などの悪影響を低減する、反対に好影響として利用するための取組
Q23　貴社（貴殿）の事業における、気候変動の緩和の取組状況を選択してください。（1つ選択）
例）省エネ設備の導入、再生可能エネルギーの導入、製品の環境負荷低減・循環型設計
□既に取り組んでいる　　　　　　　　　　　　　　□必要性を感じており、今後取り組む予定
□必要性を感じているが、現状取り組む予定はない　□必要性を感じておらず、現状取り組む予定はない

Q24　Q23で「取り組んでいる」又は「取り組む予定」と回答した場合は取組内容を、「取り組む予定はない」と回答した場合は、その理由をご記入ください。（自由記入）




Q25　貴社（貴殿）の事業における、気候変動への適応の取組状況を選択してください。（1つ選択）
例）気候変動に強い品種の導入、スマート農業の推進、土壌・水資源管理の改善
□既に取り組んでいる　　　　　　　　　　　　　　□必要性を感じており、今後取り組む予定
□必要性を感じているが、現状取り組む予定はない　□必要性を感じておらず、現状取り組む予定はない

Q26　Q25で「取り組んでいる」又は「取り組む予定」と回答した場合は取組内容を、「取り組む予定はない」と回答した場合は、その理由をご記入ください。（自由記入）





Q27　気候変動の緩和・適応への取組に関して、総研に期待する支援を選択してください。（複数選択可）
□気候変動の緩和のための技術の開発　　□気候変動への適応のための技術・品種等の開発
□技術情報・他自治体の取組事例の提供　□関連法令や補助金情報の紹介
□セミナー・研修・現地指導　　　　　　□分析・評価　　　　　　□その他

Q28　Q27について具体的にご記入ください。（自由記入）
※省エネ製品開発への技術支援、気温上昇に強い品種の選定　など




Q29　センターへ、その他ご意見があればご記入ください。（自由記入）
※対応してほしい点、改善してほしい点、利用してよかった点など




Q30　回答者のご所属、お名前をご記入ください。（必須）




以上でアンケートは終了です。ご協力ありがとうございました。集計結果は夏ごろホームページにて公開する予定です。

総研では引き続き事業者の皆様の支援を行っております。お気軽に各センター又は企画部までお問い合わせください。
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